
　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

　

　平
成
二
九
年
一
月
一
日
以
降
有
効
な
旧
規
定

改
正
法
令
一
覧

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
七
・
九
・
九
法
六
五
）
本
則
二
条
（
平
成
二
九
・

九
・
八
ま
で
に
施
行
）

（
開
示
）

第
二
五
条
新
①
　（
改
正
に
よ
り
追
加
）

①
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
本
人
か
ら
、
当
該
本
人
が
識
別
さ
れ
る
保

有
個
人
デ
ー
タ
の
開
示
（
当
該
本
人
が
識
別
さ
れ
る
保
有
個
人
デ
ー
タ
が

存
在
し
な
い
と
き
に
そ
の
旨
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
本
人
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
遅

滞
な
く
、
当
該
保
有
個
人
デ
ー
タ
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
―
三
　（
略
）

　（
改
正
後
の
②
）

②
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
求
め
ら
れ
た
保
有

個
人
デ
ー
タ
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
開
示
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
た

と
き
は
、
本
人
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
改
正
後
の
③
）

③
　
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
本
人
に
対
し
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
方

法
に
相
当
す
る
方
法
に
よ
り
当
該
本
人
が
識
別
さ
れ
る
保
有
個
人
デ
ー
タ

の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
全

部
又
は
一
部
の
保
有
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。（
改
正
後
の
④
）

　（
改
正
後
の
第
二
八
条
）

（
理
由
の
説
明
）

第
二
八
条
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
第
二
十
四
条
第
三
項
、
第
二
十
五

条
第
二
項
、
第
二
十
六
条
第
二
項
又
は
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
本

人
か
ら
求
め
ら
れ
た
措
置
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
措
置
を
と

ら
な
い
旨
を
通
知
す
る
場
合
又
は
そ
の
措
置
と
異
な
る
措
置
を
と
る
旨
を

通
知
す
る
場
合
は
、
本
人
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
改
正
後
の
第
三
一
条
）

（
報
告
の
徴
収
）

第
三
二
条
　
主
務
大
臣
は
、
こ
の
節
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
報
告

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。（
改
正
後
の
①
）

②
③
　（
改
正
に
よ
り
追
加
）

　（
改
正
後
の
第
四
〇
条
）

（
助
言
）

第
三
三
条
　
主
務
大
臣
は
、
こ
の
節
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
必
要

な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
改
正
後
の
第
四
一
条
）

（
勧
告
及
び
命
令
）

第
三
四
条
①
　
主
務
大
臣
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
第
十
六
条
か
ら
第

十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
又
は
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
、

当
該
違
反
行
為
の
中
止
そ
の
他
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

と
る
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
個
人
情
報
取
扱
事

業
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た

場
合
に
お
い
て
個
人
の
重
大
な
権
利
利
益
の
侵
害
が
切
迫
し
て
い
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に
係
る

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
　
主
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
情
報
取
扱
事
業

者
が
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
又
は
第

二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
個
人
の
重
大
な
権

利
利
益
を
害
す
る
事
実
が
あ
る
た
め
緊
急
に
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
、
当
該
違
反
行
為

の
中
止
そ
の
他
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
改
正
後
の
第
四
二
条
）

（
主
務
大
臣
の
権
限
の
行
使
の
制
限
）

第
三
五
条
①
　
主
務
大
臣
は
、
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
個
人
情
報
取
扱
事
業

者
に
対
し
報
告
の
徴
収
、
助
言
、
勧
告
又
は
命
令
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

表
現
の
自
由
、
学
問
の
自
由
、
信
教
の
自
由
及
び
政
治
活
動
の
自
由
を
妨

げ
て
は
な
ら
な
い
。

②
　
前
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
主
務
大
臣
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業

者
が
第
六
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
（
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
目
的
で
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
に
限
る
。）に
対
し
て
個
人
情
報

を
提
供
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
権
限
を
行
使
し
な
い
も
の
と
す

る
。

　（
改
正
後
の
第
四
三
条
）
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